家庭礼拝　2011年5月18日　コリント第Ⅰ　14章
　賛美歌169　ハレルヤ。主をほめたたえ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌352　来たれ全能の主
起

今日のコリント14章では、予言と異言について語られています。13章でもこのことは、次のように語られました。それはひとつには、コリントの教会には、異言を語れることを誇る人々がいたからでした。
１コリ 13:1　たとえ、人々の異言、天使たちの異言を語ろうとも、愛がなければ、わたしは騒がしいどら、やかましいシンバル。
１コリ 13:2　たとえ、預言する賜物を持ち、あらゆる神秘とあらゆる知識に通じていようとも、たとえ、山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも、愛がなければ、無に等しい。
予言とか、異言というのは、今の私たちにとっては少し縁遠い話です。ですから、今日の聖書の話は少しわかりにくいかもしれません。ですがパウロの生きていた時代にあっては、予言や異言は当時の礼拝において日常的なことであり、聖霊を証する大切なものであり、時には礼拝に、混乱をもたらすものであり、秩序を必要としていたものだったのです。
その秩序を与えるものとして、コリント13章では愛が無ければ無に等しい、という戒めを与えています。いったい、当時の教会では何が起こっていたのでしょうか。それが理解できないと、今日の聖書の箇所を理解するのは難しくなります。少なくとも、今の教会の秩序ある礼拝とはまったく違っていたということです。ある意味で、今は、教会の礼拝に秩序が与えられて、反対に異言や予言の出来事はだんだん無くなっていったとさえ思われます。
当時の教会の礼拝には、礼拝順序というものがありませんでした。特別の説教者が立っていたわけでもありませんでした。それは、ペンテコステのときの有様に似ていたと思われます。信仰者は、教会に集まって、それぞれに祈りだします。神様に向かって祈り、神様から言葉が与えられることを願って祈り続けるのです。するとあるものは、興奮状態になって、異言を語りだします。また、あるものは聖霊が下されて、啓示を与えられたものが予言を語り始めます。礼拝に集まった信徒たちは、ともに祈りつつ、誰かが語りだすのを待ち、自分が語りだすときを待っていたのです。それぞれの信徒たちは、教会にただ話を聞くために集まってきたのではありませんでした。むしろ、神様の霊を受けて、神様の恵みを他の人々に分かち合うために、礼拝に集ってきているのです。ですから、礼拝に来ている人々は、受けるためよりは与えるためにやってきたといったほうがよいかもしれません。ある意味では、誰もが牧師のつもりできているのです。今の教会は、そういった意味では、受け取ることのみが強調されている礼拝といえます。もともとはそうではなかったのです。今の礼拝で、与える機会があるとすれば、賛美のときです。賛美歌を大きな声で歌って、自分が受けた恵みを周りの人にも、分かち合ってもらうということか、アーメンと唱和して、その思いを表していくときだと思います。そのような思いもこめて、賛美歌や、アーメンの唱和、信仰告白の唱和、を覚えていくことも必要なのかもしれません。
コリント教会では、異言が特に重視される傾向にありました。異言を語りだすとき、人は恍惚状態、熱狂状態に陥り、誰も知らない言葉で止めども無くしゃべり続けました。それは、異常なことであるとともに賞賛の的でもありました。ですから、異言を語る人々はだんだん信仰的高慢に陥り、本当には異言を語れないものまで、異言の真似事をするようになったのです。どうしてこうなったかといえば、異言を語れないのは聖霊を受けていないからだと、いう人々がいたからです。確かに、信仰は、聖霊によらなければ誰もイエスを主ということができない、とあるように、聖霊を受けなければ始まらないところがあります。知識は信仰者を信仰の門の入り口まで導くことができますが、その信仰の中に入るのは、個々人の信仰的決断です。そしてその決断を促すのは、聖霊の働きです。そういった意味では、聖霊を求め、聖霊によって語りだすことは否定できることではありません。ですが、その礼拝は無秩序な騒がしい礼拝となって、そのような異言が教会を作り上げるのには、あまり役にはたっていないことを、パウロは強調したのです。
承

パウロは霊的な賜物を決して否定するものではなく、むしろ積極的に追い求めていきなさいと勧めます。それは13章で、何よりも愛を追い求めなさいというのと同じくらいの熱心さで語っています。1節です。
１コリ 14:1　愛を追い求めなさい。霊的な賜物、特に預言するための賜物を熱心に求めなさい。
パウロは、決して異言を否定するものではありませんでしたが、教会を作るためには予言する賜物のほうを勧めています。異言は、霊的なものであり、他の人には理解できないために、いつも暴走する危険をはらんでいるのです。コリントの教会では、異言を語れることが信仰の証として傲慢になるものさえいたのです。愛のように、他の人々への配慮を含むものや、予言のように、他の人々に伝えることを目的としているものとは違って、異言は他の人々がそれを理解できるかどうかはかまわず、ただ神様との霊的な体験のみを目指しているからです。それを他の誰かが、よいとも悪いともいえないのです。それは個人的信仰的経験としてはすばらしいものであり、パウロ自身もそれを何度も体験しています。ですが、パウロの願いは、教会を作り上げることであり、人々の徳が豊かに成長していくことなのです。パウロは2節から5節で、こう言いました。
１コリ 14:2　異言を語る者は、人に向かってではなく、神に向かって語っています。それはだれにも分かりません。彼は霊によって神秘を語っているのです。

１コリ 14:3　しかし、預言する者は、人に向かって語っているので、人を造り上げ、励まし、慰めます。
１コリ 14:4　異言を語る者が自分を造り上げるのに対して、預言する者は教会を造り上げます。

１コリ 14:5　あなたがた皆が異言を語れるに、こしたことはないと思いますが、それ以上に、預言できればと思います。異言を語る者がそれを解釈するのでなければ、教会を造り上げるためには、預言する者の方がまさっています。

　パウロは、たぶん異言を語る者達が、礼拝の秩序を乱し、教会の益になっていないことに困惑していたのだと思います。ですが決してそれを頭から否定することはありませんでした。丁寧に、異言よりも予言のほうが教会にとっては大切であることを説明していきます。異言を語るものについては、それは誰にもわかりません、といってやんわりとかわします。予言するものに対しては、人に向かって語っているので、人を作り上げ、励まし、慰めます、とその徳の働きを積極的に語っています。そしてその結論は、異言は自分を作り上げ、予言は教会を作り上げると語りました。この予言というのは、将来の出来事を語るというよりも、神様から託された啓示を語るものであり、今の説教に近いものであると考えられます。
　霊的な賜物は、予言や異言だけではなく、たくさんあるのです。コリント12章の霊的な賜物で語られたように、唯一の霊の働きが分け与えられたものです。ですから、コリントの人々が、異言を特に信仰を証明する賜物として強調していたことは、どこか間違っているのです。6節では
異言を語ったとしても、啓示か知識か預言か教えかによって語らなければ、あなたがたに何の役に立つでしょう。

と言って、その異言が、みんなに理解できる形で伝えられなければ、教会にも、人々の成長にも何の役にも立たないことを言っています。
　パウロにとって大切なことは、個人の信仰ではなく、教会の信仰です。個人の成長ではなく、教会の成長なのです。霊的な賜物をも、教会を作り上げるために、熱心に求め、受け取るようにしなさいと言っています。12節です。
１コリ 14:12　あなたがたの場合も同じで、霊的な賜物を熱心に求めているのですから、教会を造り上げるために、それをますます豊かに受けるように求めなさい。
　パウロはここで、ひとつの具体的な例を挙げて、教会にとって大切なことは何なのかを説明しています。それは教会に新しい求道者がきたときにどう思われるだろうかと言う投げかけです。23節から25節です。
１コリ 14:23　教会全体が一緒に集まり、皆が異言を語っているところへ、教会に来て間もない人か信者でない人が入って来たら、あなたがたのことを気が変だとは言わないでしょうか。

１コリ 14:24　反対に、皆が預言しているところへ、信者でない人か、教会に来て間もない人が入って来たら、彼は皆から非を悟らされ、皆から罪を指摘され、

１コリ 14:25　心の内に隠していたことが明るみに出され、結局、ひれ伏して神を礼拝し、「まことに、神はあなたがたの内におられます」と皆の前で言い表すことになるでしょう。

　新しい求道者がきたときに、気が変だと思われるのと、ひれ伏して神を礼拝するようになるのと、どちらが教会にとっていいですかと投げかけているのです。もちろん、求道者が教会で神様を見出せることが大切なわけです。まことに神はあなた方のうちにおられます、と言い表されるような教会が、本当に神の栄光を表す教会なわけです。
転

では、どうしたらよいのでしょうか。パウロは異言を語るもの達を退けようとしているのでしょうか。決してそんなことは無いのです。秩序ある礼拝をするために、パウロはひとつの提案をしているのです。それは、異言もまた、予言と同じように、みんなに理解できるものならば大切なものとしているのです。27節から31節では礼拝での秩序あるルールの提案がなされています。
１コリ 14:27　異言を語る者がいれば、二人かせいぜい三人が順番に語り、一人に解釈させなさい。

１コリ 14:28　解釈する者がいなければ、教会では黙っていて、自分自身と神に対して語りなさい。

１コリ 14:29　預言する者の場合は、二人か三人が語り、他の者たちはそれを検討しなさい。

１コリ 14:30　座っている他の人に啓示が与えられたら、先に語りだしていた者は黙りなさい。

１コリ 14:31　皆が共に学び、皆が共に励まされるように、一人一人が皆、預言できるようにしなさい。
　礼拝で、あっちこっちで勝手に語りだして、何も聞き取ることのできないような混乱した礼拝を整えるにはこのようなルールが必要だったのです。その当時にあっては、秩序ある礼拝のためそれぞれがともに学び励まされるために必要なことだったわけです。そして、今の礼拝と大きく異なるのは、パウロが、一人ひとりが皆、予言できるようにしなさい、と言っていることです。これは信者すべてが、神を証するものとして、語ることを期待されていると言うことです。現代の礼拝のように、ただ、礼拝に参加していればよいと言うようなものではなかったわけです。誰もが、啓示を受けて、聖霊に満たされて、神を証し、神のみ言葉を取り次ぐ役割を担っていたわけです。ですが、女性に対しては、教会では黙っていなさいと言われています。きっと、その当時には、女性も聖霊の満たしを受けて、異言を語ったり予言をしたりする女性もいたのだと思います。ですがパウロが女性に対して、黙っていなさいと言ったのは当時の社会習慣、宗教習慣からすれば、それが適切で秩序正しく行われるために必要なことだったのだと思います。パウロは最後に結論としてこのようにいいました。39節と40節です。
１コリ 14:39　わたしの兄弟たち、こういうわけですから、預言することを熱心に求めなさい。そして、異言を語ることを禁じてはなりません。

１コリ 14:40　しかし、すべてを適切に、秩序正しく行いなさい。

予言することも異言を語ることも、教会を作り上げていくためには大切な賜物なのです。そしてその賜物は、何よりも教会を作り上げるために、人々の益になるために用いられるべきものなのです。
結

今の私たちには、異言を語ることも予言をすることも何か遠い世界のような気がします。ですがパウロはそのことを熱心に求めなさい、特に予言することを熱心に求めなさいと言っています。予言をすることとはいったい何なのでしょうか。それは、神様が、私たちに働きかけてくださって、このようにしなさいと、言われたその啓示を語ることだと思います。説教者なら、啓示によって、語るべき御言葉を語ることになるだろうし、一般の信仰者ならば、神様が自分に働いてくださって、どのように自分を新しくさせてくださったのかの証を語ることではないのかと思っています。そしてそのような説教や証が、教会を作り上げ、人を作り上げ、励まし、慰めていくのだろうと思っています。そうすると、今の私たちの一般信徒にとって、予言することを熱心に求めるとは、私たちが、神様のことを生き生きと証していけるように、聖霊の導きを熱心に求めることと言えるのではないでしょうか。そのような説教や、証を聴いた求道者たちは、「まことに、神はあなた方のうちにおられますと」告白するようになるのではないでしょうか。それが本当の教会ではないでしょうか。
 (一分間の祈り)
(祈り)

天の父なる神様。あなたは私たちにいろいろな賜物をおあたえになりました。それは、私たちがともに教会を作り上げ、人を作り上げて励まし慰めていけるようになるためでありました。ですが、私たちはおろかにも、その賜物を誇って、自分のおごり高ぶりのために用いてしまうこともありました。
ですが神様、どうか私たちが、熱心に予言する賜物を求め、聖霊の導きを求めて、あなたが私たちをどのように変えてくださり、導いてくださり、救ってくださったのかを証として語り伝えていくことができますように。私たちの長い信仰生活を、あなたがどのように支えてくださったのかを、素直な気持ちで語らせてください。あなたの信仰の喜びを伝えていくことができますように。

　世にあっては、震災の被害から立ち上がろうと、多くの人々が努力しております。神様、どうかあなたがこれらの働きの上に、慰めと励ましとを与えてくださいますように。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆異言と預言

１コリ 14:1　愛を追い求めなさい。霊的な賜物、特に預言するための賜物を熱心に求めなさい。

１コリ 14:2　異言を語る者は、人に向かってではなく、神に向かって語っています。それはだれにも分かりません。彼は霊によって神秘を語っているのです。

１コリ 14:3　しかし、預言する者は、人に向かって語っているので、人を造り上げ、励まし、慰めます。
１コリ 14:4　異言を語る者が自分を造り上げるのに対して、預言する者は教会を造り上げます。

１コリ 14:5　あなたがた皆が異言を語れるにこしたことはないと思いますが、それ以上に、預言できればと思います。異言を語る者がそれを解釈するのでなければ、教会を造り上げるためには、預言する者の方がまさっています。

１コリ 14:6　だから兄弟たち、わたしがあなたがたのところに行って異言を語ったとしても、啓示か知識か預言か教えかによって語らなければ、あなたがたに何の役に立つでしょう。

１コリ 14:7　笛であれ竪琴であれ、命のない楽器も、もしその音に変化がなければ、何を吹き、何を弾いているのか、どうして分かるでしょう。

１コリ 14:8　ラッパがはっきりした音を出さなければ、だれが戦いの準備をしますか。

１コリ 14:9　同じように、あなたがたも異言で語って、明確な言葉を口にしなければ、何を話しているか、どうして分かってもらえましょう。空に向かって語ることになるからです。

１コリ 14:10　世にはいろいろな種類の言葉があり、どれ一つ意味を持たないものはありません。

１コリ 14:11　だから、もしその言葉の意味が分からないとなれば、話し手にとってわたしは外国人であり、わたしにとってその話し手も外国人であることになります。

１コリ 14:12　あなたがたの場合も同じで、霊的な賜物を熱心に求めているのですから、教会を造り上げるために、それをますます豊かに受けるように求めなさい。
１コリ 14:13　だから、異言を語る者は、それを解釈できるように祈りなさい。

１コリ 14:14　わたしが異言で祈る場合、それはわたしの霊が祈っているのですが、理性は実を結びません。

１コリ 14:15　では、どうしたらよいのでしょうか。霊で祈り、理性でも祈ることにしましょう。霊で賛美し、理性でも賛美することにしましょう。

１コリ 14:16　さもなければ、仮にあなたが霊で賛美の祈りを唱えても、教会に来て間もない人は、どうしてあなたの感謝に「アーメン」と言えるでしょうか。あなたが何を言っているのか、彼には分からないからです。

１コリ 14:17　あなたが感謝するのは結構ですが、そのことで他の人が造り上げられるわけではありません。
１コリ 14:18　わたしは、あなたがたのだれよりも多くの異言を語れることを、神に感謝します。

１コリ 14:19　しかし、わたしは他の人たちをも教えるために、教会では異言で一万の言葉を語るより、理性によって五つの言葉を語る方をとります。

１コリ 14:20　兄弟たち、物の判断については子供となってはいけません。悪事については幼子となり、物の判断については大人になってください。

１コリ 14:21　律法にこう書いてあります。「『異国の言葉を語る人々によって、／異国の人々の唇で／わたしはこの民に語るが、／それでも、彼らはわたしに耳を傾けないだろう』／と主は言われる。」

１コリ 14:22　このように、異言は、信じる者のためではなく、信じていない者のためのしるしですが、預言は、信じていない者のためではなく、信じる者のためのしるしです。

１コリ 14:23　教会全体が一緒に集まり、皆が異言を語っているところへ、教会に来て間もない人か信者でない人が入って来たら、あなたがたのことを気が変だとは言わないでしょうか。

１コリ 14:24　反対に、皆が預言しているところへ、信者でない人か、教会に来て間もない人が入って来たら、彼は皆から非を悟らされ、皆から罪を指摘され、

１コリ 14:25　心の内に隠していたことが明るみに出され、結局、ひれ伏して神を礼拝し、「まことに、神はあなたがたの内におられます」と皆の前で言い表すことになるでしょう。

◆集会の秩序

１コリ 14:26　兄弟たち、それではどうすればよいだろうか。あなたがたは集まったとき、それぞれ詩編の歌をうたい、教え、啓示を語り、異言を語り、それを解釈するのですが、すべてはあなたがたを造り上げるためにすべきです。

１コリ 14:27　異言を語る者がいれば、二人かせいぜい三人が順番に語り、一人に解釈させなさい。

１コリ 14:28　解釈する者がいなければ、教会では黙っていて、自分自身と神に対して語りなさい。

１コリ 14:29　預言する者の場合は、二人か三人が語り、他の者たちはそれを検討しなさい。

１コリ 14:30　座っている他の人に啓示が与えられたら、先に語りだしていた者は黙りなさい。

１コリ 14:31　皆が共に学び、皆が共に励まされるように、一人一人が皆、預言できるようにしなさい。
１コリ 14:32　預言者に働きかける霊は、預言者の意に服するはずです。

１コリ 14:33　神は無秩序の神ではなく、平和の神だからです。聖なる者たちのすべての教会でそうであるように、

１コリ 14:34　婦人たちは、教会では黙っていなさい。婦人たちには語ることが許されていません。律法も言っているように、婦人たちは従う者でありなさい。

１コリ 14:35　何か知りたいことがあったら、家で自分の夫に聞きなさい。婦人にとって教会の中で発言するのは、恥ずべきことです。

１コリ 14:36　それとも、神の言葉はあなたがたから出て来たのでしょうか。あるいは、あなたがたにだけ来たのでしょうか。

１コリ 14:37　自分は預言する者であるとか、霊の人であると思っている者がいれば、わたしがここに書いてきたことは主の命令であると認めなさい。

１コリ 14:38　それを認めない者は、その人もまた認められないでしょう。

１コリ 14:39　わたしの兄弟たち、こういうわけですから、預言することを熱心に求めなさい。そして、異言を語ることを禁じてはなりません。

１コリ 14:40　しかし、すべてを適切に、秩序正しく行いなさい。
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